
地
域
問
題
を
考
え
よ
う

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

成
人
講
座

▽
日
時　

２
月
17
・
24
日
、
３

月
２・
９
日
。
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
。
全
４
回
。

▽
会
場　
中
央
。

▽
内
容　
「
自
分
た
ち
の
地
域

の
問
題
と
向
き
合
お
う
」
と
題

し
た
、
地
域
の
愛
着
や
帰
属
意

識
の
希
薄
化
が
進
む
今
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
り
、
個

人
が
果
た
す
役
割
り
な
ど
を
考

え
る
講
座
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
し
て
い
る
成
人
。

▽
定
員　
抽
選
30
人
。

▽
申
込　

１
月
25
日
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー

ル
（
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話

番
号
・
年
齢
・
性
別
を
明
記
）

で
、
〒
320‐0806
中
央
１
丁
目
１
―

13
、
中
央
☎（
632
）６
３
３
１
、

u47090100@city.utsuno
m
iya.tochigi.jp

へ
。

南
図
書
館
お
は
な
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▽
日
時　
説
明
会
＝
１
月
29
日

午
前
10
時
～
11
時
。
講
座
＝
２

月
５
・
12
・
19
・
26
日
、
３
月

４
・
11
日
。
午
前
10
時
～
正
午
。

全
７
回
。

▽
会
場　
南
図
書
館（
雀
宮
町
）。

▽
内
容　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
の
活
動
に
必
要
な

基
礎
的
知
識
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
素
話
（
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
）
な
ど
に
つ
い
て
の
講

習
と
実
習
。

▽
対
象　
子
ど
も
と
本
が
好
き

で
、
南
図
書
館
で
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
人
。

▽
定
員　
先
着
25
人
。

▽
申
込　

１
月
７
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
電
話
で
、
南
図
書

館（
653
）７
６
０
９
へ
。

人
材
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
の

各
種
講
座

1
か
が
や
き
塾　
と
き
め
き
大

人
の
教
養
講
座

▽
日
時　

１
月
27
日（
水
）、
２

月
３
日（
水
）。
午
前
10
時
～
正

午
。
全
２
回
。

▽
会
場　
人
材
か
が
や
き
セ
ン

タ
ー
。

▽
内
容　
今
さ
ら
聞
け
な
い
お

坊
さ
ん
の
ぶ
っ
ち
ゃ
け
話
や
食

品
ロ
ス
に
つ
い
て
の
話
な
ど
。

2
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
た

め
の
「
思
春
期
」
講
座

▽
日
時　

２
月
20
日（
土
）午
前

10
時
～
正
午
。

▽
会
場　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
明
保
野
町
）。

▽
内
容　
心
身
の
成
長
と
と
も

に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
、

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
思

春
期
の
子
ど
も
の
現
状
を
知
り
、

自
立
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

考
え
る
。

■
対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
し
て
い
る
成
人
。

■
定
員　
1
先
着
40
人
2
先
着

30
人
。

■
申
込　
直
接
ま
た
は
電
話
・

送
付
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

（
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番

号
・
年
齢
を
明
記
）
で
、
1
１

月
５
～
20
日
2
１
月
５
日
～
２

月
12
日
（
必
着
）
に
、
〒
320‐

0086
中
央
１
丁
目
１
―
13
、
人
材

か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
（
中
央

４
階
）
☎（
632
）６
３
３
２
、

（
632
）６
３
３
６
、

u4606@
city.utsunom

iya.tochigi.
jp

へ
。

ケ
イ
リ
ン
が
初
め
て
の

あ
な
た
の
た
め
の
初
心
者
講
座

▽
日
時　
①
１
月
29
日（
金
）②

１
月
30
日（
土
）、
午
前
10
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分
。

▽
会
場　
宇
都
宮
競
輪
場
（
東

戸
祭
１
丁
目
）。

▽
内
容　
競
輪
の
ル
ー
ル
説
明

教
室
・
講
座

◎お薦め本の書評合戦ビブリオバトル　▽日時　2月 7日（日）午後 2時～▽会場　南図書館▽内容　お
気に入りの本を持ち寄って、その面白さについて５分程度のプレゼンテーションを行い、どの本が一番読
みたくなったかを聴衆者の多数決で決定する書評イベント▽定員　①プレゼンテーション参加者＝先着 8
人②聴衆者＝先着 50 人▽申込　① 1月 6日午前 9時 30 分から、直接または電話で南図書館☎（653）
7609 へ。②不要。

宇都宮の伝統文化を分かりやすく解説
宇都宮の伝統文化講座

▽期日・内容　下の表の通り。
▽時間　午後 1時 30分～ 3時。
▽会場　清原 （清原工業団地）。
▽対象　市内に在住で、３回以上出席できる人。
▽定員　先着 30人。
▽申込　1月 6 ～ 15 日に、電話で、伝統文化
連絡協議会事務局（文化課内）☎（632）2768 へ。

期　日 内　　　容

1月 21日
「暮らしの中の伝統文化」と題した
小川聖さん（宇都宮伝統文化連絡協
議会副会長）による講話。

1月 28 日
「郷土の食文化」と題した柏村祐司
さん（宇都宮伝統文化連絡協議会顧
問）による講話。

2 月 4 日
「宮の祭り・お天祭」と題した柏村
祐司さん（宇都宮伝統文化連絡協議
会顧問）による講話。

2 月18 日
「宇都宮の年中行事」と題した篠崎
茂雄さん（宇都宮伝統文化連絡協議
会会員）による講話。

2 月 25 日
「宮の誇れる文化財　屋台・山車・
天棚」と題した池田貞夫さん（宇都
宮伝統文化連絡協議会会長）による
講話。
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や
レ
ー
ス
観
戦
、
車
券
の
購
入

体
験
な
ど
を
通
し
て
、
競
輪
の

楽
し
さ
や
面
白
さ
を
体
感
す
る
。

ま
た
、
選
手
と
一
緒
の
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
や
豪
華
景
品
が
当
た
る

ゲ
ー
ム
も
開
催
。

▽
定
員　
各
抽
選
30
人
。

▽
費
用　
車
券
購
入
費（
実
費
）。

▽
申
込　

１
月
18
日
ま
で
に
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
希

望
日
を
明
記
）
で
、
下
野
新
聞

ア
ド
セ
ン
タ
ー
（
625
）１
０
８

９
、

keirin@
shim

otsuke.
jp

へ
。

問
公
営
事
業
所
☎（
625
）０
１
０
０

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
で

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

▽
日
時　

２
月
６
日（
土
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

▽
会
場　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ

ー
ズ
（
屋
板
町
）。

▽
対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
を

優
先
。

▽
定
員　
先
着
10
人
。

▽
費
用　
２
０
０
０
円
程
度（
材

料
費
）。

▽
申
込　

１
月
５
日
午
前
９
時

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
（
講
座
名
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
サ
ン
・

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
☎
・
（
656
）

１
４
５
８
へ
。

市
文
化
協
会
の

各
種
催
し

■
会
場　
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
（
本
町
）。

1
市
文
化
協
会
会
員
展

▽
会
期　

１
月
８
～
12
日
、
午

前
10
時
～
午
後
６
時
。た
だ
し
、

８
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
12
日

は
午
後
４
時
ま
で
。

▽
内
容　
宇
都
宮
市
文
化
協
会

会
員
の
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・

書
・
工
芸
・
写
真
作
品
の
展
示
。

2
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
日
時　

１
月
10
日（
日
）午
後

１
時
～
２
時
30
分
。

▽
内
容　
「
あ
な
た
も
今
日
は

陶
芸
家
」
と
題
し
た
合
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。

▽
費
用　
500
円
（
材
料
費
）。

3
合
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
日
時　

１
月
10
日（
日
）午
後

３
時
～
４
時
30
分
。

問
市
文
化
協
会
☎（
632
）２
７
４
６

旧
篠
原
家
住
宅
で

お
し
る
こ
販
売
と

夜
間
特
別
公
開

　
国
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
篠

原
家
住
宅
で
、
初
市
に
合
わ
せ

て
、
お
し
る
こ
の
販
売
と
夜
間

特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
１
月
11
日（
月
・
祝
）。

■
会
場　
旧
篠
原
家
住
宅
（
今

泉
１
丁
目
）。

1
お
し
る
こ
販
売

▽
時
間　
午
後
３
時
～
。
な
く

な
り
次
第
終
了
。

▽
費
用　
１
杯
100
円
。

2
夜
間
特
別
公
開

▽
時
間　
午
後
５
時
～
９
時
（
入

館
は
午
後
８
時
40
分
ま
で
）。

▽
費
用　

大
人
100
円
、
小
・
中

学
生
50
円
（
入
館
料
）。
市
内

の
高
校
生
以
下
は
無
料
。

問
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
８
、

旧
篠
原
家
住
宅
☎（
624
）２
２
０
０

南
図
書
館
で
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー

▽
日
時　

２
月
28
日（
日
）午
後

２
時
～
３
時
。

▽
会
場　
南
図
書
館（
雀
宮
町
）。

▽
内
容　
「
マ
イ
ム
と
オ
ペ
ラ

の
お
も
し
ろ
ス
テ
ー
ジ
・
い
つ

も
と
な
り
に
」
と
題
し
た
、
青

い
卵
（
オ
ペ
ラ
歌
手
ＭマＡ
ＲリＩ

と
道
化
師
ＹヤＡ
ＭマＡ
の
ユ
ニ
ッ

ト
）
に
よ
る
、
オ
ペ
ラ
と
パ
ン
ト

マ
イ
ム
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
サ
イ
レ
ン
ト
コ
メ
デ
ィ
ー
。

▽
定
員　
先
着
400
人
。

▽
費
用　

２
０
０
０
円
（
観
覧

料
）。
３
歳
児
未
満
は
無
料
。

▽
申
込　

１
月
28
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
費
用
を
添
え
て
、

直
接
、
南
図
書
館
、
ま
た
は
電

話
で
、
宇
都
宮
子
ど
も
劇
場
☎

（
680
）４
０
０
５
へ
。

問
南
図
書
館
☎（
653
）７
６
０
９

文
化
財
防
火
デ
ー
に

文
化
財
火
災
消
防
訓
練

▽
日
時　

１
月
20
日（
水
）午
後

１
時
30
分
～
。
荒
天
時
は
中
止

の
場
合
あ
り
。

▽
場
所　
医
王
寺（
石
井
町
）。

▽
内
容　
文
化
財
の
火
災
消
防

訓
練
。

問
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
６

◎古文書解読講座　古文書にチャレンジ　▽日時　1月 17 日（日）午後 1時 30 分～ 3時▽会場　中央図
書館（明保野町）▽内容　西村陽子さん（県立文書館職員）による、「村の取り決めから見る江戸時代の
年貢と村人との関わり」をテーマに、古文書解読を学ぶ▽対象　市内在住の人▽定員　先着 50人▽申込
1月 5日午前 9時 30分から、直接または電話で、中央図書館☎（636）0231 へ。

各種スポーツ教室
▽教室名・内容・日時など　下の表の通り▽会
場　ブレックスアリーナ宇都宮（元今泉5丁目・
市体育館）▽申込　①往復はがきの往信に、教
室名・住所・氏名・ふりがな・電話番号・年齢・
託児希望の有無（有の場合は子どもの氏名・ふ
りがな・生年月日）を、返信に、郵便番号・住
所・氏名を書き、1月 10 日（消印有効）まで
に、〒321‐0954元今泉 5丁目 6－ 18、市ス
ポーツ振興財団へ。②1月4日午前9時から、
電話で、市スポーツ振興財団☎（663）1611 へ
▽その他　はがき 1枚で複数人申し込み可。
子ども連れの参加不可。

教室名・内容 日　　　 時 対象・定員・
費用など

①バレトン教
室 バレエ・
ヨガ・フィッ
トネスの要素
を取り入れた
シェイプアッ
プエクササイ
ズ

2月23日、3月1・8
・15・22日。午前 9
時 40分～10時 40
分。全5回

一般
抽選 50人
2,500 円
託児あり（2
歳以上の未
就学児、2,0
00 円）

②スポーツ健
康 体 力 相 談

（2 月分）　目
的・体力に応
じたトレーニ
ングメニュー
の提供

2月3・17・24日、
午後1時30分～3時

一般
各先着12人
500 円

催
　
し

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ
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和
気
記
念
館
を
見
学
し
な
が
ら

文
化
振
興
大
会
に
参
加

▽
日
時　

１
月
30
日（
土
）
午

前
９
時
～
午
後
５
時
。

▽
コ
ー
ス　
市
役
所（
集
合
）～

和
気
記
念
館
（
塩
谷
町
）
～
那

須
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
文
化
選

奨
・
奨
励
賞
表
彰
・
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）
～
市
役
所
（
解
散
）。

▽
定
員　
抽
選
40
人
。

▽
費
用　

２
０
０
０
円
（
昼
食

代
・
保
険
料
な
ど
）。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に
「
文
化
振
興
大
会
」
と
明
記

し
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
、
返

信
に
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
書
き
、
１
月
15
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
〒
320‐
8540
市

文
化
協
会（
市
役
所
文
化
課
内
）

☎（
632
）２
７
４
６
へ
。

参
加
し
よ
う

と
び
や
ま
歴
史
体
験
館
で

各
種
催
し

■
会
場　
と
び
や
ま
歴
史
体
験

館
（
竹
下
町
）。

1
企
画
展　
上か

み

神こ
う

主ぬ
し

・
茂
原
官か

ん

衙が

遺
跡
と
そ
の
時
代　

７・
８

世
紀
の
河
内
郡
の
様
相

▽
期
間　

１
月
31
日
～
３
月
21

日
。

▽
内
容　
国
指
定
史
跡
上
神
主

・
茂
原
官
衙
遺
跡
な
ど
か
ら
出

土
し
た
遺
物
や
写
真
パ
ネ
ル
な

ど
を
展
示
し
、
７・
８
世
紀
の

河
内
郡
の
様
相
を
紹
介
。

2
歴
史
講
座
・
企
画
展
解
説

▽
日
時　

２
月
21
日（
日
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

▽
内
容　
市
文
化
課
職
員
に
よ

る
「
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡

と
７・
８
世
紀
の
河
内
郡
」
と

題
し
た
講
座
。

▽
定
員　
先
着
50
人
。

▽
申
込　

１
月
６
日
午
前
９
時

か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
催
事
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
と
び
や

ま
歴
史
体
験
館
☎（
667
）９
４
０

０
、
（
667
）９
４
０
１
へ
。

20
歳
の
門
出
に
乾
杯

成
人
式
は
１
月
10
日

　
１
月
10
日（
日
）に
中
学
校
区

ご
と
に
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
対

象
と
な
る
人
に
は
平
成
27
年
11

月
中
旬
に
案
内
は
が
き
を
送
付

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
外
に
在
住
し
て
い

る
人
や
案
内
は
が
き
が
な
い
人

で
も
、
当
日
受
け
付
け
に
よ
り

参
加
で
き
ま
す
。
開
催
会
場
や

時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
生
涯
学
習
課
☎（
632
）２
６

７
８
へ
。

宇
都
宮
城
桜
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
な
ど

参
加
団
体
募
集

■
日
時　
３
月
26
日（
土
）午
前

10
時
～
午
後
３
時
。

■
会
場　
宇
都
宮
城
址
公
園
。

1
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▽
出
演
時
間　

30
分
以
内
（
準

備
・
撤
収
を
含
む
）。

▽
対
象　
「
春
」
や
「
歴
史
」

に
ち
な
ん
だ
演
奏
や
踊
り
な
ど
。

▽
定
員　
抽
選
10
団
体
程
度
。

2
模
擬
店
・
展
示
ブ
ー
ス

▽
対
象　
市
内
に
店
舗
を
構
え

て
い
る
か
、
自
治
会
な
ど
の
団

体
。

▽
定
員　
抽
選
30
団
体
程
度
。

▽
費
用　

１
団
体
５
０
０
０
円

（
テ
ン
ト
１
張
り
・
机
３
本
・

椅
子
３
脚
）。

▽
そ
の
他　
電
源
は
用
意
し
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
発
電
機
の
貸

し
出
し
あ
り（
５
０
０
０
円
）。

■
申
込　
「
よ
み
が
え
れ
！
宇

都
宮
城
」市
民
の
会
事
務
局（
市

役
所
11
階
・
公
園
管
理
課
内
）

に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
（
市

か
ら
も
取
り
出
し
可
）
に
必

要
事
項
を
書
き
、１
月
29
日（
必

着
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
送

付・フ
ァ
ク
ス
で
、〒
320‐8540
「
よ

み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
」
市
民

の
会
事
務
局
☎（
632
）２
９
８
９
、

（
632
）５
４
１
８
へ
。

市
民
芸
術
祭
文
芸
作
品

創
作
・
随
筆
・
詩
・
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
を
募
集

▽
費
用　

１
種
目
に
付
き
１
０

０
０
円
（
高
校
生
・
同
年
齢
者

は
無
料
）。

▽
申
込　
文
化
課
（
市
役
所
12

階
）・
各

に
置
い
て
あ
る
募

集
要
項
（
市
か
ら
も
取
り
出

し
可
）
に
必
要
事
項
を
書
き
、

４
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
送
付
で
、
〒
320‐8540

市
民
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
文
化
課
内
）
☎（
632
）２
７

６
７
へ
。

催
　
し

◎大谷資料館映画会　▽日時　2月 7日（日）午前 10時～午後 5時▽会場　大谷資料館（大谷町）▽内容
大谷資料館の一般観覧コース壁面で映画「石山の歌」「平和観音開眼まつり」の上映▽費用　大人 700

円（入館料）。問視聴覚ライブラリー☎（638）5704

異文化を学ぼう
市国際交流協会の各種催し

1フランス文化セミナー
▽日時　1月22日、2月 5・19日、3月 4・
18日。午前10時 30分～正午。全 5回▽
会場　市総合福祉センター（中央1丁目）
他▽内容　フランス人講師による、フラン
スの食文化・生活などを学ぶ文化教室▽対
象 市内在住の18歳以上で、フランス語
学習に興味のある人。過去にフランス語講
座を受講したことのある人は受講不可。
2国際理解座談会
▽日時　1月 30日（土）午後 2時～ 4時。
午後 1 時 30 分開場▽会場　 6 階（馬
場通り 4丁目）▽内容　津山直子さん（ア
フリカ日本協議会代表理事）、シリア人留
学生他による、難民問題について話し合
う座談会。
3日常生活で役立つ E

エ ブ リ デ ー
veryday E

イングリッシュ
nglish

▽日時　2月15・22・29日、3月 7・14日。
午前 10 時～ 11時 30 分。全 5回▽会場
中央 （中央 1丁目）他▽内容　シリ

ア人講師による、日常生活で役立つ生きた
英語を学ぶ講座▽対象　市内在住の18歳
以上で、中学2年生程度の英語力がある人。
■定員　1抽選 25 人2先着 50 人3抽選
20人。
■費用　13 6,000 円（材料費など）。
■申込　13はがきに講座名・住所・氏名・
ふりがな・電話番号・年齢を書き、1 1月
14日3 1月18日（必着）までに、〒320
‐0026馬場通り4丁目1－1、市国際交流
協会☎（616）1870へ2 1月5日から、電話
またはファクス・Ｅメール（講座名・氏名・
ふりがな・電話番号を明記）で、市国際交
流協会☎（616）1870、 （616）1871、
ucia@ucia.or.jpへ。

お
知
ら
せ

36



◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品・住所・氏名・ふりがな・応募する壇名を書き、毎月20日（消印有効）
までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。問広報広聴課☎（632）202837

ぜ
な

に
な

柳 壇 荒井宗明 選

肩
書
き
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
コ
ッ
プ
酒

●
南
町
　
小
島
　
澄
子

◎
選
評
　昔
、場
末
の
酒
屋
で
は「
盛
り
切
り
」と
呼
ぶ
酒
を
飲
ま
せ
た
。こ
れ
は「
盛
り
っ
き
り
」と
い
う
意
味
で
、酒
の
銘
柄
で
は
な

い
。客
の
多
く
は
、仕
事
帰
り
の
職
人
た
ち
で
、時
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
も
交
じ
っ
て
い
た
。料
理
屋
で
は
な
い
か
ら
、徳
利
や
猪

口
は
な
い
。代
わ
る
も
の
と
し
て
、一合
の
コ
ッ
プ
か
升
、料
理
に
代
わ
る
の
は
塩
か
味
噌
、酒
の
お
代
わ
り
は
酒
樽
か
ら
直
接
注
い
で

く
れ
、受
け
皿
に
溢
れ
た
の
は「
お
ま
け
」で
、こ
れ
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
と
い
う…

。

無
欲
に
は
ま
だ
ま
だ
な
れ
ぬ
宝
く
じ

平
松
本
町
　
鶴
牧
美
佐
子

東
京
の
空
に
潰
れ
た
夢
い
く
つ

池
上
町
　
堂
前
登
喜
子

食
べ
な
が
ら
痩
せ
る
話
も
女
か
な

錦
２
丁
目
　
鈴
木
　
　
功

節
く
れ
た
指
で
夫
婦
の
い
い
話

古
賀
志
町
　
天
貝
　
久
子

「
初
市
」

　
　  に
つ
い
て
教
え
て

お 

し

　
う
つ
の
み
や
に
ま
つ
わ
る「
は
て
な
」を
ミ
ヤ

リ
ー
と
友
達
の
ハ
ッ
ピ
が
紹
介
す
る
よ
。

と
も
だ
ち

し
ょ
う
か
い

う
つ
の
み
や

う
つ
の
み
や

今月は
初市

こん げつ

ハ
ッ
ピ
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
！
お
正
月
だ
し
、新
年
を
感
じ
ら
れ
る
お

出
掛
け
が
し
た
い
な
ぁ
。

じ
ゃ
あ
、上
河
原
通
り
で
行
わ
れ
る「
初
市
」は
ど
う
か
な
。毎
年
１
月
11
日
、

露
天
が
ず
ら
り
と
立
ち
並
ぶ
宇
都
宮
の
新
年
の
風
物
詩
だ
よ
。

な
に
な
に
？
楽
し
そ
う
だ
ね
！
ど
ん
な
も
の
が
売
っ
て
い
る
の
？

ダ
ル
マ・豆
太
鼓・黄
ぶ
な
な
ど
の
縁
起
物
を
は
じ
め
、食
べ
物
な
ど
も
売
っ
て

い
る
よ
。た
く
さ
ん
の
人
で
、体
も
温
ま
り
そ
う
な
く
ら
い
の
熱
気
な
ん
だ
。

す
ご
い
ね
。昔
か
ら
や
っ
て
い
た
の
か
な
？

う
ん
。昔
か
ら
上
河
原
通
り
で
市
は
行
わ
れ

て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、参
勤
交
代
の
通
行
に
支

障
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、寛
永
11
年（
１
６

３
４
年
）以
降
、隣
町
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た

ん
だ
。そ
の
後
、１
月
11
日
の
初
市
だ
け
今
の

場
所
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
、現
在
ま
で
名
残

で
残
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

ハ
ッ
ピ
っ
て
本
当
に
物
知
り
だ
ね
！
初
市
行
っ

て
み
よ
う
っ
と
。

で

か
み

ろ
て
ん

た
の

う

ま
め
だ
い
こ

き

え
ん

う

む
か
し

む
か
し

い
ち

さ
ん

り
ゆ
う

か
ん
え
い

ね
ん

い
こ
う

い
ま

ば

げ
ん

ほ
ん
と
う

も
の
し

ざ
い

な
ご
り

の
こ し

ょ

と
な
り
ま
ち

き
ん
こ
う
た
い

つ
う
こ
う

し

し
ょ
う

ね
っ
き

ひ
と

か
ら
だ

あ
た
た

ぎ
も
の

た

も
の

た

な
ら

し
ん
ね
ん

ふ
う
ぶ
つ
し

う
つ
の
み
や

が
わ
ら
ど
お

お
こ
な

ま
い
と
し

が
つ

に
ち

か

し
ん

し
ょ
う
が
つ

ね
ん

か
ん

 歌 壇 安野登美子 選

梅
も
柿
も
裸
木
と
な
り
天
を
仰
ぎ

射
し
き
ぬ
朝
日
に
光
り
輝
く

●
戸
祭
２
丁
目
　
林
　
　
佳
子

◎
選
評
　梅
、
柿
が
落
葉
し
て
裸
木
と
な
っ
た
初
冬
、
裸
木
は
朝
の
日
差
し
に
輝
い
て
い
る
風
景
。
比
較
的
単
純
な
形
を
と

り
な
が
ら
内
実
が
満
た
さ
れ
て
い
る
。
理
に
走
ら
ず
思
い
が
透
り
、
対
象
を
よ
く
凝
視
し
た
か
ら
こ
そ
的
確
な
表
現
と
な
っ

た
。
明
る
い
す
が
す
が
し
い
朝
の
雰
囲
気
も
よ
い
。
表
材
（
裸
木
）
を
見
据
え
る
作
者
像
が
見
え
て
く
る
一
首
で
あ
る
。

一
面
に
白
し
ろ
し
ろ
の
そ
ば
の
花

季
節
か
さ
ね
て
想
ひ
出
は
濃
し

富
士
見
が
丘
４
丁
目
　
福
田
　
和
子

背
に
負
い
し
孫
は
並
ん
で
歩
を
合
わ
せ

歩
い
て
く
れ
る
青
年
と
な
る

緑
２
丁
目
　
片
嶋
　
青
水

高
速
の
車
と
逆
に
走
り
去
る

路
側
の
紅
葉
つ
か
の
間
の
秋

下
田
原
町
　
五
十
嵐
由
美
子

そ
の
ま
さ
か
迷
路
で
出
合
う
道
し
る
べ

齢
の
路
に
撤
く
清
め
塩

弥
生
１
丁
目
　
大
河
原
信
昭

俳 壇 星田一草 選

冬
の
陽
に
足
裏
か
ざ
し
て
マ
ン
ガ
読
む

●
平
松
本
町
　
伊
藤
　
　
安

◎
選
評
　少
女
で
あ
ろ
う
か
。
小
春
の
窓
辺
で
の
日
光
浴
。
透
き
通
る
よ
う
な
白
い
素
足
が
見
え
て
く
る
。

「
マ
ン
ガ
読
む
」
の
措
辞
か
ら
、
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な
明
る
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
太
陽
の
恵
み
を
楽
し
み

な
が
ら
の
く
つ
ろ
い
だ
様
子
が
面
白
い
。

新
蕎
麦
の
貼
り
紙
古
き
格
子
戸
に

花
房
１
丁
目
　
藤
牧
　
淑
子

木
の
実
独
楽
回
し
て
爺
の
好
き
日
な
り

下
栗
町
　
大
塚
　
榮
子

柿
た
は
は
街
道
辻
の
地
蔵
様

江
曽
島
本
町
　
中
村
　
元


く
も
り
空
長
ぐ
つ
は
い
て
雪
を
待
つ

豊
郷
中
央
小
　
増
田
　
朱
華

はつ いち

文
化
・
教
養

ス
ポ

ツ

と
お

は
だ
か
ぎ

ち
ょ

と
っ
く
り

こ

み

そ

だ
る

ミヤリーマークは
ジュニアの句・首です。

ハッピハッピ

ハッピ

ミヤリーミヤリーミヤリー

ミヤリー


